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【巻頭言】（理事長 中神 誠）  

 ６月に入り沢山の会議がありました。６月７日（日）６月８日

（月）に第７９回日視連全国視覚障害者福祉大会が宮城県仙台市で

行われました。約５００人位の参加者でした。だんだん参加者が減

っているようです。同様に、全国の団体も会員が少しずつ減ってき

ているようです。大会では、いつものように分科会があり要望事項

が決議されました。災害についての決議が多いようでした。仙台に

は、３０年前に青年部の全国大会で訪れましたが、かなり街が発展

しているように感じました。 

 ９月２６日（土）、２７日（日）には、第 72 回日視連全国視覚

障害青年研修大会が広島市で行われます。続々と参加申込が来てい

るようですが、団体に青年部が無くなり参加できない団体もあるよ

うです。青年部が無くなると団体の将来が危うくなります。青年部

を何とか存続させ、将来の団体を担える組織にしないといけないと

思います。広島市のような個々の団体が頑張り、全国の組織作りに

力を入れないといけません。 

 ６月２８日（日）には視障協の福祉大会と視障会の総会が行わ
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れ、社会福祉法人としての活動も本格化します。まだ申し込まれて

いない皆さんは是非申し込みをされ、これからの話し合いに参加し

てください。皆さんのご参加をお待ちしております。 

 

【お知らせ】 

青年・職業部 

☆パソコン講習会開催のお知らせ 

今年も、パソコンや iPhone を対象とした講習会を開催します。 

講師の先生との一対一の対面形式とし、具体的に習いたい内容を事

前にお聞きし調整を行います。昨年度は、関連周辺機器として、プ

リンターやワイヤレスイヤホンの接続・利用方法、LINE や Zoom

ミーティングなどのオンラインコミュニケーションアプリの利用方

法について要望がありました。 

使い始めたばかりで不安な方、自分に利用できるか体験したい方、

導入や買い替えの相談もできますので、お気軽にご参加ください。

今年度も、浜田隆志先生、山中美穂先生にご協力いただきます。 

開催日時と場所： 
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８月９日（日）、８月１１日（火・祝）   

広島市総合福祉センター ５階 会議室１ 

８月１８日（火） 

広島市心身障害者福祉センター ３階 講習室 

受講時間枠：各日１０時～１２時、１３時～１５時でそれぞれ２

人。(一人で午前・午後とも受講可) 

受講料：無料 

その他：パソコンや iPhone の持参可能です（らくらくスマートフ

ォンなどアンドロイド系スマホは受講対象外です）。Wi-Fi 環境で

行いますが、受講に伴い生じる通話・通信費等は本人負担です。 

◆申し込み方法： 

各開催日の７日程度前までに、事務局(電話 082-264-4966)にお申

込みください。先着順、定員に達した場合はキャンセル待ち。 
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福祉環境部 

☆モビリーデイズで ICOCA など使用可能に（7 月から） 

これまで広島電鉄（広電）の電車やバスでは、IICOCA などの交

通系 IC カードを使う際、整理券を取ったり運転手が手入力したり

する必要があり精算に時間がかかっていました。7 月からは、新シ

ステム「モビリーデイズ」の読み取り機に直接 ICOCA をタッチで

き、乗る時と降りる時の 2 回タッチするだけでスムーズに決済でき

るようになります（整理券も不要になります）。  

また、電子マネー「WAON」も同様に使えるようになります。 

ただ、すべてのバスが同じ仕組みになるのではなく、会社によって

対応が分かれます。 

•広電バス・芸陽バス・ボンバス・備北交通など：車内に「モビリ

ーデイズの読み取り機」しかありません。ICOCA や WAON を使う

場合も、そのモビリーデイズの機械にタッチします。 

•広島バス・広島交通、広島市内を走る JR バス中国：車内に「モビ

リーデイズ」と「ICOCA（従来型）」の両方の読み取り機がありま

す。ICOCA を使う場合は、これまで通り「IC」と書かれた古い方 

の機械にタッチする必要があります。モビリーデイズの機械にタッ
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チしても反応しません。また、こちらのモビリーデイズの機械では

WAON は使えません。かなり複雑になっていますので、慣れるま

では注意してください。同行援護従事者のかたにも注意していただ

きたいと思います。詳しくは、以下のニュース記事をご覧くださ

い。 

https://iraw.rcc.jp/topics/articles/34560 

 

☆納涼交流会のご案内 

下記のとおり納涼交流会を開催いたします。飲んで騒いで楽しく

暑さを吹き飛ばしましょう。参加希望のかたは７月 3 日（金）まで

に事務局へご連絡ください。 

日時：7 月 26 日（日）１7 時～19 時    

場所：や台ずし 光町店 

（東区光町一丁目 11 の 5。広島駅北口から徒歩 5 分） 

参加費：４，０００円 ※付添いも同額。定員：２０人 
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【報告】 

青年・職業部 

☆同行援護に関するオンライン講演会の実施報告 

去る３月 20 日、オンライン形式で講演会を開催しました。講師

は、関東地方で同行援護サービスに携われている本部和裕先生。午

前中は、先生ご自身の経歴や、大都市圏での最新の同行援護の状況

などのエピソードをお話いただきました。午後は、同行援護を取り

巻く諸問題について質疑応答を行いました。多くの質問が出され、

分かりやすく解説を頂き、今後の同行援護を考える良い機会となり

ました。生成 AI を用いた情報取得技術や ICT 技術を活用したナビ

ゲーションシステムが、外出時に利用できるレベルまで成長しつつ

ありますが、正確な情報が必要な場面や、刻々と変化する場面での

対応にはまだまだ研究改良の必要があると感じます。人的サポート

の究極ともいえる同行援護は、そうした問題に臨機応変に対応でき

る反面、必要な人材を獲得し、維持し続ける取り組みが課題となっ

ています。私たち同行援護を利用する立場の当事者は、こうした優 
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れた支援を上手く活用すると同時に、世の中を明るくしていく福祉

的実証活動として大切に育てる必要があると改めて感じました。 

皆さんも、まずは、参加し辛い経験をした行事等について、同行援

護を利用してみてください。 

これまでと違う新たな気付きや出会いが生まれるかもしれません。 

 

【日常生活用具紹介コーナー】 

☆ルーペ「エルゴラックスシリーズ」 

虫眼鏡のように扱えるルーペで、手にフィットしやすいハンド

ル、明るさを 2 段階で調整できる高性能の白色 LED ライトを搭載

しています。2 倍～16 倍のラインナップを情報センターで展示し

ています。価格：19,030 円～ 

見たいものを持参してお越しください。（要予約） 
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【事務局より】 

☆第 73 回広島市身体障害者福祉大会の開催 

市身連が主催する毎年恒例の福祉大会が開催されます。 

日時：7 月 12 日(日)午前 10 時～12 時 

会場：広島市総合福祉センター5 階ホール 

次第：式典、講演(広島市長、松井かずみ氏)、議事 

※目標参加人数は 25 人です。今年は、松井市長が広島市のまちづく

りについて講演されます。ぜひご参加ください。 

申込：6 月 25 日(木)午前中までに事務局へ 

 

☆厚生労働大臣免許保有証（携帯免許） 

交付申請受付について 

あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師の免許証をお持ちの

方へ。携帯できるカード型の、厚生労働大臣免許保有証（略称『携

帯免許』）の、今年度交付申請についてご案内します。今年度の受

付期間は８月 3 日（月）まで。 

視障協では、会員の方のみ受け付けます。費用は、発行手数料 



11 

 

と事務手数料・郵送料合わせて４,４６０円です。申請されるかたは、

視障協事務局へご連絡ください。後日、折り返し担当者より手続き

についてご連絡を差し上げます。 

 

☆今月の会員（5 月） 

 【入会者】  

なし 

【退会者】 

 橋本 潤子（はしもと じゅんこ）  

 令和 8 年 5 月末 

総数 229 名 

 

☆編集後記（視障会・会長 加藤辰夫） 

皆様こんにちは。６月に入り、一段と蒸し暑さが増してきた今日

この頃、いかがお過ごしでしょうか。 

さて、皆様はフレイルという言葉をご存じでしょうか。５月２７

日に、情報センター主催の「おーぷん ざ ぶらいんど」で、株式

会社ヤクルト山陽様の協力により、「フレイルを予防し元気に過ご
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そう」というテーマで講演と運動指導がありました。フレイルと

は、わかりやすく言えば「加齢により心身が老い衰えた状態」のこ

とです。私たち視覚障害者は、見えにくい、見えない等の理由で運

動不足になりやすく、体の衰えによる不安や、目が見えなくなる不

安が重なり、ひきこもりがちで心身が不調になりやすいと感じてい

ます。今思えば、私は 6 年前に、完全なフレイル状態でした。その

頃はまだぼんやり見えていたのですが、完全な運動不足で狭心症を

発症していました。体重は 80 キロを軽く超え、腹囲は１００セン

チオーバーの完全なメタボでした。そして、障害により職を失い、

仕事もなく将来に不安を抱き、家に引きこもっていました。そんな

時、盲学校の教育相談を受け、目が見えなくてもやれることがある

と知り、国家資格の取得を決意し入学することにしました。学校に

通うという目標ができたことで引きこもりがなくなり、当時始めた

筋トレと、２年前に始めたウォーキングのおかげで、今では標準体

重になりました。狭心症を発症した時、診断書に糖尿病と書かれた

ことが今では笑い話です。こんな経験から私は、社会参加、運動の

大切さを実感したので、近所の視覚障害者のサークルに入り、一人

で歩いて参加するようにしています。しかし、晴眼者のサークルに



13 

 

参加するのはハードルが高すぎます。例えばトイレに行きたくても

声をかけにくい！ 視覚障害者のサークルだと、一人で参加して

も、声を掛ければ、弱視の方やガイドさんが気軽に連れていってく

れるので安心して参加できます。 

視障協では、視覚障害者の自立と社会参加の促進に向けたいろい

ろなサークルがあり、気軽に参加することができます。事務局や情

報センターのスタッフの皆さんも一緒に頑張って、私たちに役立つ

催し物を考えてくれますので、沢山の皆様にご参加いただければ嬉

しいです。 

今回は、フレイルということが昔の自分に当てはまってしまった

ので、少し真面目に書いてしまいました。これから雨の日が増え

て、外出が少なくなるかもしれません。運動不足にならないように

頑張っていきましょう。 

 


